
 
「GIGAスクール構想」～児童１人に１台タブレット端末が届きます～ 

校長 荒井令子 

 コロナ禍によるオンライン授業の促進や「GIGAスクール構想」の開始などにより日本中で ICT

機器の急速な導入が進んでいます。 

墨田区でも、「GIGAスクール構想」の実現に向けて、ICT（情報通信技術）を活用し、全ての子

供たちに学びを保障する環境の整備を進めています。１２月中に各校に高速大容量通信ネットワ

ークを可能とする工事を終え、１月より、子供たちに、１人１台タブレット端末が貸与されます。 

 それでは「GIGAスクール構想」の『GIGA』とは何でしょうか。情報量の大きさを表すギガバイ

トではなく、Global and Innovation Gateway for Allの略語で、「多様な子供たちを誰一人取り

残すことなく、公正に個別最適化された学びを、全国の学校現場で持続的に実現させること」で

す。具体的にはこれからの時代に生きる子供たちの未来を見据え、令和時代のスタンダードとし

て、児童生徒向けの１人１台学習用端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備する

構想です。 

１人１台端末の環境が実現すれば 

○これからは、インターネットで全ての人とモノがつながり、新たな価値が生まれ、必要な情報

が必要な時に提供される社会になります。子供たちに、このような社会を見据えた資質・能力

を育むことができます。 

○国際社会から比べると、日本ではパソコンは学習のための道具でなく、趣味娯楽等で使われる

ケースが多いということが調査より分かりました（2018年 PISA ICT活用調査より）。今後、タ

ブレット端末を活用して、これまでの授業のあり方や家庭学習（宿題）の方法が変わっていき

ます。そしてタブレット端末を『学びのパートナー』として使用するようになります。 

○タブレット端末については、自宅に持ち帰ることができるようになります。実施に向けて、学

校でもタブレット端末の使い方を指導していきますが、家庭でもお子様と一緒に、使用のルー

ルを話し合って決めるなど、御理解と御協力が必要になります。よろしくお願いいたします。 

 ※タブレット端末を活用するにあたってのルール等は、『GIGAスクール保護者用リーフレット』を御覧ください。 

  

実は、私たち教員は毎週研修を積んでいます。講師は若手教員であり、アプリを使ってどのよ 

うなことができるのか、どのような方法がよいのか、試行錯誤しながら進めています。若手教員 

はタブレット端末操作は手慣れたもので、同様に子供たちもすぐに覚え活用できるようになるだ 

ろうと思っています。子供たちにとってこの「GIGAスクール構想」が、成長するツールとして活 

用され、確かな学力の向上につなげていきたいと考えております。 

 早いもので年末となりました。この 1年間の御協力・御支援心より感謝いたします。全国的に 

コロナ感染者は増加傾向にありますが、健康に留意され穏やかな良い年をお迎えください。 
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１２月の生活目標  生活のきまりを守ろう            生活指導部 川村 準 

廊下は静かに右側を歩く、時間を守って行動するなど、学校生活には様々なきまりがあります。

そうしたきまりを守って、安全に楽しく学校生活を送れるように日々指導しています。 

また、平素から、地域の方々やボランティアの皆さんから御協力をいただき、児童の登下校の

安全が守られています。登下校時に、感謝の気持ちを込めた元気な挨拶を地域の皆様、保護者の

皆様にできるよう引き続き指導して参ります。 

 

マラソン大会について                   体育主任  吉川 修平 

 先日の体育発表会では、多くの御理解と御協力を賜りまして感謝申し上げます。アンケートに

お寄せいただいた皆さんの声を、可能な限り来年度の運動会に生かしていきたいと思います。 

 さて、新型コロナウイルスの第三波が叫ばれている現状を受け、マラソン大会の開催は中止と

決定したことをお知らせいたします。今年度、３～６年生は持久走の学習にしっかり取り組んだ

上、１月に授業内でクラスごとに記録を計測します。１、２年生は持久走の学習には取り組みま

すが、記録の計測は行いません。昨年度１、２年生の計測の際には高学年児童が補助をしていま

したが、異学年が一つの場所に集まることは避けるべきと判断し、このように決定いたしました。 

 保護者の皆様におかれましては、マラソン大会の開催を心待ちにされていたことと思います

が、御理解いただけますようよろしくお願いいたします。 

３年生 社会科見学               ３年生担任 土田 亜紀子・千葉 由子 

 １１月６日（金）に社会科見学に行ってきました。墨田区役所、東京慰霊堂の 2 カ所と、バス

の中から墨田区の様子を見学しました。墨田区役所では、職員の方に案内していただきました。

防災に関するお話や区議会に関するお話を聞かせていただき、熱心にメモを取る様子が見られま

した。霊堂に込められた思いなどのお話を聞かせていただきました。見学したことを今後の学習

につなげていきたいと思います。 

 
５年生 社会科見学              ５年生担任  平石 美乃・川村 準 
 １１月１２日（木）に社会科見学に行ってきました。かわさきエコ暮らし未来館とカップヌー

ドルミュージアムの見学をしました。かわさきエコ暮らし未来館では、職員の方々が驚くくらい

メモを取り、質問をするなど意欲的に学ぶ姿が見られました。カップヌードルミュージアムでは、

オリジナルのカップラーメンをつくったり、展示を見て学んだりしました。今後の学習につなげ

ていきたいと思います。 

 例年、１２月の最終登校日に実施している「集団下校」につきましては、コロナ禍を考慮

して中止にいたします。御了承ください。 

 

１２月の避難訓練                    生活指導主任 川村 準 
 めあて【２階、３階の防火扉が閉じている状態での避難行動を確認する。】 

１「お・か・し・も・ハ」を守って避難する。                           

２ 防火扉は閉じていても、通り抜け可能な扉があり、その扉を手で押さえ、つまずかないよ

うに歩く。 

以上２点の確認をします。 


